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製品情報

LIP 481 V
LIP 481 U
高真空および超高真空用 
オープンタイプリニアエンコーダ
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F = Machine guideway
* = Maximum change during operation
L = Scale length
 = Adhesive dries at room temperature in 24 h
 = Beginning of measuring length (ML)
 = Reference mark position
 = Mounting surface for scanning head
n = Quantity of fixing clamp pairs
d = Distance between fixing clamps
 =  Direction of motion of scanning unit for ascending 

position values

 Shown without 
scanning head

Shown without 
fixing clamps
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LIP 481 V、LIP 481 U
超高真空用インクリメンタルオープンタイプリニアエンコーダ
•	 高真空および超高真空対応バージョン
•	 測定分解能 3 nm以下
•	 スケール本体を取付けクランプを用いて固定

F   = マシンガイド
*   = 走査中の最大傾き
L   = スケール長
  = 接着剤 — 硬化時間は室温にて24時間
s  = 測定長 (ML) 開始点
  = 原点位置
  = 走査ヘッド取付け面
n   = 取付けクランプの数
d   = 取付けクランプ間の距離
  = 本カタログインターフェース解説通りの出力信号を得るための走査ユニット移動方向

仕様 LIP 481 V LIP 481 U

適用範囲 1 · 10–5 Paまでの高真空用 1 · 10–9 Paまでの超高真空用

スケール本体*
熱膨張係数

SUPRADUR 位相格子付きガラスもしくはZerodur®ガラスセラミック

ガラス: Þtherm � 8 · 10–6 K–1; Zerodur®ガラスセラミック:  Þtherm � (0±0.1) · 10–6 K–1

精度等級* ±1 µm、±0.5 µm

狭ピッチ精度 ≦ ±0.175 μm/5 mm

測定長 ML*(mm)     70	   120	   170	   220	   270	   320	    370	    420

原点 測定長中央に1箇所

インターフェース » 1 VPP

信号周期 2 µm

カットオフ周波数      –3 dB ≧ 300 kHz

走査速度 ≦ 36 m/min

内挿精度

ポジションノイズ RMS
±7 nm
2 nm (450 kHz)

電源
消費電流

DC 5 V ± 5%
< 190 mA

電気的接続 APEインターフェースユニット内蔵15ピンD-subコネクタ(オス)

真空フィールドスルー*
(4ページを参照してください)

•	 なし (真空側にAPEインターフェースユニットを設置) D-subコネクタ(同梱されていません)

APEインターフェースユニットは真空側でなく大気側に設置

走査ヘッドから 

APEインターフェースユニット 
までのケーブル長*

•	 0.5 mもしくは1 m 真空側(真空フィードスルーまで): 0.5 mもしくは1 m 

大気側(APEインターフェースユニットまで): 0.5 m

他のケーブル長はお問い合わせください。ただし、走査ヘッドとAPEインターフェースユニット間は 3 m 以下。

APEからの接続ケーブル長 ≦ 20 m(ハイデンハインケーブル使用時)

振動 55 ～2000 Hz
衝撃 11 ms

≦ 200 m/s2 (IEC 60 068-2-6)
≦ 500 m/s2 (IEC 60 068-2-27)

使用温度 0 ～ 40 °C

ベークアウト温度 100 °C 120 °C

材質 PCB:      セラミック
接着剤:  超高真空対応、耐熱性

質量		  走査ヘッド
			   コネクタ
			   スケール
			   �接続ケーブル

50 g (ケーブル含まず)

32 g ; APEインターフェースユニット内蔵の場合: 140 g
5.6 g + 0.2 g/mm(測定長)
38 g/m

*	注文時にご指定ください

取付けクランプを 
図示していません

走査ヘッドを 
図示していません
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電気的接続

LIP 481 V
走査ヘッドケーブルにはAPEインターフェースユ
ニット内蔵の15ピンD-subコネクタが付いています。
別売アクセサリとして真空フィードスルー(15ピン

D-subコネクタ付DN63CFフランジ)と延長ケーブ
ルを用意しています。
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名古屋営業所
〒460-0002
名古屋市中区丸の内3-23-20
HF桜通ビルディング
   (052) 959-4677
  (052) 962-1381

大阪営業所
〒532-0011
大阪市淀川区西中島6-1-1
新大阪プライムタワー16F
   (06) 6885-3501
  (06) 6885-3502

九州営業所
〒802-0005
北九州市小倉北区堺町1-2-16
十八銀行第一生命共同ビルディング6F
   (093) 511-6696
  (093) 551-1617

本社
〒102-0083
東京都千代田区麹町3-2
ヒューリック麹町ビル9F
   (03) 3234-7781
  (03) 3262-2539

15ピンD-subコネクタ
インターフェース回路内蔵

 供給電圧 インクリメンタル信号 その他信号

 4 12 2 10 1 9 3 11 14 7 13 8 6

» 1 VPP UP センサ
5 V

0 V センサ
0 V

A+ A– B+ B– R+ R– 空き / /

茶/緑 青 白/緑 白 茶 緑 灰 ピンク 赤 黒 紫 緑/黒 黄/黒

シールド はハウジングへ; UP = 供給電圧
センサ:��センサ線は内部にて電源線と接続されています。

LIP 481 U
超高真空内ではエンコーダの電子回路部品を

使用できません。このため、APEインターフェー
スユニットを超高真空チャンバーの外部に設置
する必要があります。

大気側真空側

高真空用 LIP 481 V

超高真空用 LIP 481 U

LIP 481Uの走査ヘッドは、超高真空対応のD-sub
コネクタとケーブルで構成され、APEインターフェー
スユニット内蔵のD-subコネクタ付アダプタケーブ
ルが同梱されています。 
別売アクセサリとして真空フィードスルー(15ピン

D-subコネクタ付DN63CFフランジ)と延長ケーブ
ルを用意しています。

この製品情報の発行により、前版製品情報との差替えをお願いいたします。
ハイデンハインへの注文は契約時の最新製品情報を御覧ください。

関連資料:

エンコーダを正しく動作するように以下資料の記載内容にしたがってください。

•	 カタログ: オープンタイプリニアエンコーダ	 208960-xx
•	 技術情報:真空技術のためのリニアエンコーダ	 627568-xx


